
                        

                        

松
姫
逃
避
行 

 

戦
国
時
代
の
甲
斐
の
武
将
武
田
氏
の
滅
亡

後
、
信
玄
の
娘
松
姫
（
幼
名
於
松
）
は
、
幼

い
姪
ほ
か
三
人
を
伴
い
、
少
人
数
の
共
を
連

れ
厳
冬
の
中
逃
避
行
の
旅
に
出
る
。 

 

幾
つ
も
の
峠
を
越
え
、
渓
谷
を
渡
り
、
時

に
は
山
中
で
の
野
宿
や
寺
院
を
借
り
て
の
旅

で
あ
っ
た
ろ
う
。
衣
食
も
足
り
ず
真
冬
の
旅

は
、
想
像
を
絶
す
る
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
察
出
来
る
。 

 

約
二
ヶ
月
後
、
最
後
の
難
所
陣
馬
山
を
越

え
、
和
田
峠
を
下
っ
て
多
摩
郡
恩
方
村
関
場

に
辿
り
着
い
た
。
案
下
山
麓
金
照
庵
に
身
を

隠
し
な
が
ら
、
心
源
院
で
修
業
し
、
そ
の
後

横
山
村
御
所
水
に
移
住
し
た
。
暮
ら
し
は
困

窮
し
、
手
習
い
や
機
織
り
で
生
活
を
支
え
た
。 

 

八
王
子
の
機
織
り
技
術
は
、
松
姫
の
指
導

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
五
十

六
歳
の
生
涯
は
波
乱
万
丈
の
一
生
で
あ
っ
た
。

松
姫
は
今
、
信
松
院
で
静
か
な
眠
り
に
つ
い

て
い
る
。 

戒
名 

信
松
院
殿
月
峰
永
慧
大
禅
定
尼 

姪
の
玉
田
院
の
墓
は
極
楽
寺
に
、
他
の
二
人

の
墓
は
不
明
で
あ
る
。 

松姫車下がりの像（鶴巻橋） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

陣
馬
街
道
バ
ス
停
終
点
の
陣
馬
高
原
下

か
ら
和
田
峠
へ
、
醍
醐
林
道
を
下
り
夕
焼

け
小
焼
け
バ
ス
停
ま
で
の
約
九
㎞
の
行
程
。 

バ
ス
を
降
り
る
と
そ
こ
は
セ
エ
ノ
カ
ミ

の
行
事
を
行
う
場
所
で
あ
る
。
少
し
歩
き

福
源
寺
へ
。
こ
こ
は
、
八
王
子
に
戦
後
ま

で
続
い
た
両
墓
制
度
が
残
っ
て
い
た
所
で

あ
る
。
つ
づ
ら
折
り
の
道
を
和
田
峠
へ
と

登
る
途
中
で
上
案
下
の
石
仏
、
熊
野
神
社

を
経
て
、
峠
の
茶
屋
で
小
休
止
。 

 

峠
か
ら
醍
醐
林
道
を
下
り
な
が
ら
道
俊

屋
敷
跡
、
ば
ば
あ
こ
ろ
が
し
、
さ
ら
に
醍

醐
川
に
沿
っ
て
龍
蔵
神
社
、
龍
泉
寺
へ
と

歩
く
。
龍
泉
寺
の
中
興
開
基
は
、
足
利
学

校
第
十
八
代
校
長
山
室
藤
九
郎
の
先
祖
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
江
戸
時
代
口
留
番
所

の
関
守
を
し
て
い
た
尾
崎
、
小
川
両
家
の

長
屋
門
を
見
て
、
松
姫
ゆ
か
り
の
金
照
庵

跡
へ
。
次
ぎ
に
口
留
番
所
跡
へ
と
歩
き
、

関
場
記
と
番
所
跡
の
石
碑
を
見
て
、
夕
焼

け
小
焼
け
バ
ス
停
で
解
散
。 

 

①
上
案
下
の
セ
エ
ノ
カ
ミ 

 
 

 

八
王
子
上
恩
方
町
（
上
案
下
） 

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

セ
エ
ノ
カ
ミ
は
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
小

正
月
に
行
わ
れ
る
火
祭
り
の
一
つ
で
、
地

域
ご
と
に
特
色
が
あ
る
。 

関
西
周
辺
で
は
左
義
長
。
関
東
お
よ
び

中
部
周
辺
で
は
サ
イ
ノ
カ
ミ
、
セ
エ
ノ
カ

ミ
、
道
祖
神
祭
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ー
ダ
マ
焼
き
な
ど
と
呼
ば
れ
る

所
も
あ
る
。 

 

上
恩
方
町
上
案
下
で
は
、
行
事
を
エ
セ

ノ
カ
ミ
と
呼
び
、
正
月
飾
り
等
を
円
錐
状

に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
セ
エ
ノ
カ
ミ
は
陣
馬
高
原
下
バ
ス

折
り
返
し
場
に
建
て
ら
れ
る
。
以
前
は
陣

馬
街
道
が
上
案
下
集
落
内
で
二
股
に
分
岐

す
る
セ
エ
ノ
カ
ミ
の
地
所
と
呼
ば
れ
る
地

点
に
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
交
通
に
支
障

が
出
る
よ
う
に
な
り
現
在
の
地
に
移
さ
れ

た
と
い
う
。 

 

一
月
七
日
に
各
家
か
ら
出
さ
れ
た
正
月

飾
り
等
を
集
め
、
青
竹
や
シ
ュ
ロ
縄
を
つ

か
っ
て
地
面
に
寝
か
せ
た
ま
ま
束
ね
て
い

く
。
先
端
は
藁
を
あ
て
が
っ
て
そ
の
上
か

ら
シ
ュ
ロ
縄
で
巻
き
締
め
、
疱
瘡
神
の
幣

束
を
さ
す
。 

セ
エ
ノ
カ
ミ
を
立
て
た
後
、
白
扇
で
作

っ
た
お
て
ん
と
う
さ
ま
、
お
月
さ
ま
を
そ

れ
ぞ
れ
東
と
西
に
、
祭
神
の
幣
束
を
北
側

に
さ
し
て
完
成
す
る
。
一
月
十
四
日
に
は

倒
し
て
点
火
し
、
三
叉
に
な
っ
た
梅
の
木

に
メ
ー
ダ
マ
と
呼
ば
れ
る
団
子
を
刺
し
て

焼
い
て
食
べ
無
病
息
災
を
祈
る
。 

 

小
正
月
の
火
祭
り
は
市
内
各
地
で
行
わ

れ
る
が
、
上
案
下
の
セ
エ
ノ
カ
ミ
は
伝
統

的
な
組
織
で
運
営
し
、
特
色
あ
る
形
態
を

残
し
つ
つ
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
風

俗
習
慣
と
し
て
貴
重
な
こ
と
か
ら
、
平
成

十
七
年
、
市
の
文
化
財
に
指
定
し
保
存
伝

承
に
努
め
て
い
る
。 

 

こ
の
神
事
は
、
神
代
の
時
代
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
る
と
の
説
が
あ
る
が
、
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。 

   



2 
 

                        

                        

②
永
輪
山

福
源
寺 

 

上
恩
方
町
（
上
案
下
） 

宗
派 

臨
済
宗
南
禅
寺
派 

開
山 

桃
渓
大
和
尚 

開
創 

天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
） 

集
落
へ
の
道
を
福
源
寺
へ
と
歩
く
。
上

恩
方
地
区
に
は
埋
墓
と
拝
墓
の
両
墓
制
が

古
く
か
ら
あ
っ
た
。
土
地
が
狭
く
、
墓
域

を
有
効
利
用
し
た
村
人
の
生
活
の
知
恵
と

い
え
る
。
今
で
は
個
人
墓
域
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
る
が
、
古
く
か
ら
の
慣
習
か
ら
抜

け
出
す
の
は
容
易
で
な
い
だ
ろ
う
。 

寺
は
明
治
中
期
以
降
無
住
寺
で
、
峠
の

向
こ
う
側
の
同
宗
の
龍
泉
寺
の
管
理
に
任

せ
て
い
る
。 

        

上案下のセエノカミ 

上案下のセエノカミ作業風景 

今も使われている赤いポスト 
上案下以前にセエノカミの神事
が行われていた場所 

入口にある六地蔵ほか 
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●
両
墓
制
廃
止
の
供
養
塔 

 

福
源
寺
と
墓
地
の
場
所
か
ら
更
に
登
っ

た
山
腹
に
、
両
墓
制
廃
止
建
塔
由
来
の
五

輪
塔
が
建
ち
、
次
の
様
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

「
此
の
案
下
の
地
は
昔
よ
り
両
墓
制
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。
近
来
各
家
の
墓
地
を

下
に
建
て
ま
し
た
が
、
こ
の
地
を
永
く
守

る
よ
う
に
私
共
衆
議
を
決
し
志
を
聚
め
て

祖
先
の
道
念
を
厚
く
持
ち
此
の
地
に
眠
る

祖
霊
の
為
、
塔
墓
を
建
立
す
る
者
也 

平
成
十
年
九
月
吉
日 

 

役
員
代
表 

 

山
下
喜
雄 

渡
辺
嘉
平 

小
沢
秀
雄 

」 

         

●
上
案
下
の
両
墓
制
の
画 

 

こ
の
画
は
、
大
正
六
年
地
元
で
生
ま
れ
、

市
の
郷
土
資
料
館
に
勤
務
し
て
い
た
渡
辺

嘉
平
氏
が
描
い
た
も
の
。
手
前
下
は
、
乱

塔
場
の
立
つ
埋
め
墓
で
あ
り
、
上
は
お
墓

と
呼
ぶ
拝
み
墓
で
あ
る
。
当
時
の
両
墓
制

の
様
子
が
わ
か
る
画
で
あ
る
。
こ
の
習
慣

は
、
八
王
子
で
は
一
番
遅
く
戦
後
の
初
め

ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。 

              

福 源 寺 今もそのまま残っている半鐘 

両墓制廃止の供養塔 

両 墓 画 
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③
上
案
下
の
石
仏 

 

陣
馬
高
原
下
バ
ス
停
か
ら
和
田
峠
に
向

か
っ
て
歩
く
と
、
右
側
に
石
仏
郡
が
あ
る
。

左
か
ら
二
十
三
夜
塔
、
馬
頭
観
音
、
常
夜

灯
、
庚
申
塔
、
石
地
蔵
が
建
ち
並
ん
で
い

る
。 

                

上案下の石仏 
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④
上
案
下

熊
野
神
社 

上
恩
方
町
（
上
案
下
） 

祭
神 

伊
奘
那
岐
命 

（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
） 

 

 
 

 
 

伊
奘
那
册
命 

 

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
） 

 
 

 
 

大
日
靈
命 

 

（
お
お
ひ
る
め
の
み
こ
と
） 

旧
格
式 

村
社 

 
 

別
当
寺 

小
沢
氏
持
ち 

例
大
祭 

九
月
九
日 

 

上
案
下
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
祀
ら
れ 

た
祠
。 

明
徳
二
年(

一
三
九
一)

小
沢
石
見 

が
多
摩
郡
小
沢
荘
よ
り
当
地
に
入
植
し
た 

際
、
熊
野
本
宮
・
熊
野
新
宮
・
那
智
三
山 

の
分
霊
を
遷
し
山
頂
に
祀
っ
た
と
い
う
。 

慶
長
年
間(

一
五
九
六
～
一
六
一
五)

山 

火
事
に
よ
り
社
殿
を
焼
失
。 

慶
長
十
四
年 

(

一
六
〇
九)

現
在
地
に
遷
さ
れ
た
。
石
灯 

籠
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
、
安
永
五
年 

(

一
七
七
六)

、
狛
犬
に
は
明
和
八
年
（
一 

七
七
一
）
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
願
主
が 

阿
吽
別
々
で
、
阿
像
が
落
合
八
右
衛
門
。 

吽
像
は
、
小
澤
仁
左
衛
門
。 

                       

⑤
和
田
峠 

 

上
恩
方
町
上
案
下
か
ら
藤
野
町
佐
野
川

の
和
田
を
超
え
る
峠
。
高
さ
六
百
八
十
八

ｍ
。
案
下
峠
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

峠
は
、
古
く
か
ら
武
藏
と
甲
斐
を
結
ぶ
交

通
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
期

に
は
、
甲
州
裏
街
道
と
呼
ば
れ
、
恩
方
街

道
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
、
陣
馬

山
の
登
山
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。 

              

和田林道完成記念碑 

和田峠の広場 

熊野神社鳥
 

本 殿 
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⑥
道
俊
屋
敷
跡 

上
恩
方
町
（
醍
醐
） 

 

案
下
峠
（
和
田
峠
）
か
ら
醍
醐
道
を
少

し
行
っ
た
所
に
平
坦
な
場
所
が
あ
る
。
こ

の
辺
り
が
「
ど
う
し
ゅ
ん
屋
敷
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
所
ら
し
い
。
一
説
に
は
、
道
俊

の
名
は
別
名
定
久
で
あ
る
と
い
う
も
の
。

屋
敷
跡
か
ら
下
っ
た
醍
醐
川
上
流
の
渓
谷

に
大
岩
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
岩

は
イ
シ
と
も
読
む
こ
と
か
ら
、
大
石
定
久

の
屋
敷
跡
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
説
も
あ

る
。
中
世
動
乱
の
時
代
に
は
こ
の
案
下
峠

は
国
境
の
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
関
所
が

設
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
明
ら
か
に
人

工
的
な
土
塁
に
囲
ま
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
武
田
家

滅
亡
の
時
、
信
玄
の
六
女
松
姫
が
こ
の
峠

を
越
え
て
恩
方
の
谷
に
身
を
ひ
そ
め
た
と

い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。 

 

上
案
下
の
渡
辺
逸
平
氏
宅
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
信
玄

感
状
な
ど
か
ら
考
え
て
こ
の
峠
が
中
世
に

も
か
な
り
重
要
な
交
通
機
能
を
持
っ
て
い

た
事
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

 

江
戸
時
代
は
、
甲
斐
、
相
模
、
武
蔵
を

結
ぶ
甲
州
街
道
の
脇
往
還
と
し
て
の
役
割

を
し
て
い
た
。
別
名
「
佐
野
川
往
還
」
と

も
呼
ば
れ
、
生
産
物
や
消
費
物
の
流
通
路

で
あ
っ
た
。
甲
州
は
、
西
原
、
網
原
、
小

伏
、
岩
、
相
模
か
ら
は
、
佐
野
川
、
沢
井
、

小
原
、
与
瀬
な
ど
の
村
や
宿
場
か
ら
峠
を

越
え
て
、
恩
方
か
ら
八
王
子
宿
へ
と
結
ば

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
重
要
地

点
の
峠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の

「
関
場
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

            

●
め
し
も
り
岩 

上
恩
方
町
（
醍
醐
） 

 

中
谷
山
尾
根
と
醍
醐
道
が
交
わ
る
山
腹

に
「
め
し
も
り
岩
」
と
呼
ば
れ
る
岩
が
あ

る
。
こ
の
下
辺
り
の
沢
か
ら
流
れ
出
る
水

源
が
醍
醐
川
の
源
流
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

め
し
も
り
岩
の
名
の
由
来
は
不
明
だ
が
、 

こ
の
周
辺
の
自
然
が
、
悪
霊
に
汚
さ
れ
ぬ

た
め
の
厄
難
消
滅
、
障
害
打
破
、
霊
障
解

脱
、
家
運
隆
盛
の
祈
り
の
場
所
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

           

めしもり岩 

道俊屋敷跡 
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●
兎
屋
敷 

上
恩
方
町
（
醍
醐
） 

 

め
し
も
り
岩
か
ら
二
十
分
程
度
醍
醐
道

を
下
る
と
「
兎
屋
敷
」
と
い
う
地
名
の
場

所
に
出
る
。
屋
敷
と
い
え
ば
家
屋
の
敷
地
、

家
屋
を
構
え
た
一
区
画
の
地
、
ま
た
武
家

屋
敷
の
略
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
が
、
こ

の
山
奥
に
兎
と
屋
敷
が
ど
う
し
て
も
結
び

つ
か
な
い
。
と
す
る
と
、
兎
と
い
う
名
字

の
屋
敷
跡
か
、
動
物
の
狩
猟
を
生
業
と
す

る
何
人
か
の
縄
張
り
の
跡
な
の
か
、
ま
た

は
暗
号
に
使
っ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

          

⑦
ば
ば
あ
こ
ろ
が
し 

上
恩
方
町
（
醍
醐
） 

 

ば
ん
ば
こ
ろ
が
し
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

醍
醐
谷
の
な
か
で
一
番
切
り
立
っ
た
目
も

眩
む
よ
う
な
渓
谷
が
そ
の
場
所
と
云
わ
れ

て
い
る
。 

昔
、
雪
道
に
足
を
滑
ら
せ
た
比
丘
尼
衆

の
老
尼
が
谷
に
落
ち
死
ん
だ
と
い
う
伝
説

が
あ
る
。
天
平
か
ら
の
古
道
は
数
多
く
の

人
達
が
災
難
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
し
か
し
、
六
十
歳
を
す
ぎ
た
婆
を
谷

底
へ
突
き
落
と
す
「
姥
捨
て
」
の
伝
説
も

ま
た
根
強
く
残
っ
て
い
る
。 

          

⑧
道
標
と
龍
神
淵 上

恩
方
町
（
醍
醐
） 

醍
醐
林
道
の
ば
ば
あ
こ
ろ
が
し
か
ら
暫

く
下
る
と
、
檜
原
村
や
臼
木
山
に
至
る
に

に
く
沢
に
出
る
。
こ
の
三
叉
路
の
中
央
に

自
然
石
を
削
っ
た
小
さ
な
道
標
が
立
っ
て

い
る
。「
右 

臼
木
山
ひ
の
は
ら 

左 

佐

の
川 

天
保□

□

年
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
三
叉
路
の
下
を
流
れ
る
醍
醐
川
を

龍
神
淵
と
呼
ん
で
い
る
。
醍
醐
谷
で
も
奥

ま
っ
た
所
。
土
地
の
人
た
ち
は
雨
乞
淵
と

も
呼
ん
で
い
る
。
上
流
を
男
淵
、
下
流
を

女
淵
と
分
け
て
い
る
と
か
。
淵
に
行
っ
て

い
た
ず
ら
を
す
る
と
龍
神
が
怒
り
大
暴
れ

す
る
の
で
慎
む
よ
う
に
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
民
話
、
昔
話
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

・
あ
る
時
、
淵
に
若
者
が
石
を
投
げ
込
ん

で
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
鎮
守
の
森
に
着
い
た

頃
も
の
す
ご
い
雷
雨
と
な
り
、
数
箇
所
に

落
雷
が
あ
っ
た
。 

・
あ
る
男
が
淵
で
汚
れ
も
の
を
洗
っ
た
と

こ
ろ
一
日
中
淵
が
唸
り
続
け
た
。 

兎屋敷辺りの谷は深い 

ばばあころがし 
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・
女
淵
に
乙
姫
さ
ま
が
遊
び
に
き
た
時
、

淵
で
顔
を
洗
っ
た
岩
が
あ
っ
た
。 

・
淵
の
木
を
伐
ろ
う
と
し
た
男
が
鉈
を
あ

や
ま
っ
て
淵
に
落
と
し
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
乙
姫
に
木
を
伐
っ
て
は
い
け
な
い
と

さ
と
さ
れ
鉈
を
返
し
て
く
れ
た
な
ど
。 

 

醍
醐
川
の
流
れ
は
、
醍
醐
丸
よ
り
の
沢

水
と
、
市
歩
地
山
（
い
っ
ぽ
ち
や
ま
）
の

沢
水
と
を
源
流
と
し
て
醍
醐
川
に
合
流
、

関
場
に
於
い
て
案
下
川
と
合
流
し
、
さ
ら

に
北
浅
川
と
な
る
。 

             

                        

⑨
馬
継

う
ま
つ
な

ぎ
石 

上
恩
方
町
（
醍
醐
） 

龍
神
淵
か
ら
少
し
下
っ
た
所
の
左
側
に

民
家
が
あ
る
。
軒
下
に
六
十
㎝
程
の
高
さ

で
一
抱
え
も
あ
る
か
と
思
う
自
然
石
が
、

少
し
間
を
空
け
て
二
基
あ
る
。
「
馬
継
ぎ

石
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
出
入
口
は
坂
道

に
な
っ
て
い
る
が
、
斜
面
を
う
ま
く
利
用

し
一
階
が
馬
小
屋
で
二
階
が
住
居
と
い
う

家
屋
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
。 

             

龍神淵付近の谷 

馬継ぎ石がある茅葺屋根の家 

右：ににく沢林道（臼木山） 
左：醍醐林道の分かれ道 

道 標 
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⑩
い
ぼ
地
蔵
・
勝
負
地
蔵 

上
恩
方
町
（
醍
醐
） 

馬
継
ぎ
石
の
あ
る
家
の
東
側
畑
斜
面
入

口
に
「
立
入
禁
止
」
の
立
札
が
あ
る
。
そ

の
近
く
に
、
高
さ
五
十
㎝
程
の
自
然
石
に

童
顔
の
愛
ら
し
い
微
笑
み
が
線
刻
さ
れ
て

い
る
地
蔵
が
あ
る
。 

当
時
と
し
て
は
自
然
石
な
ど
に
彫
刻
す

る
道
具
が
一
般
的
に
は
普
及
し
て
お
ら
ず
、

ノ
ミ
の
先
を
尖
ら
せ
て
彫
っ
た
も
の
。
地

元
で
は
、
こ
の
地
蔵
を
「
い
ぼ
地
蔵
」
と

呼
ん
で
い
る
。
「
正
徳
二
壬
辰
九
月
吉
日
、

施
主
五
人
」
と
あ
る
。
こ
の
年
恩
方
地
方

に
疫
病
が
流
行
し
て
多
く
の
小
児
が
死
亡

し
て
い
る
事
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
五

人
と
は
、
江
戸
期
に
こ
の
付
近
に
五
軒
の

家
が
軒
を
連
ね
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
い
ぼ
地
蔵
の
近
く
に
は
子
供
を

抱
い
た
高
さ
五
十
㎝
程
の
地
蔵
と
、
三
つ

の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
地
蔵
も
疫

病
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
と
い
わ
れ
て
い

る
。
別
の
名
を
勝
負
地
蔵
と
も
い
わ
れ
て

い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

             

                       

馬継ぎ石 

いぼ地蔵 

子供を抱いた地蔵ほか 

線
刻
さ
れ
て
い
る
い
ぼ
地
蔵 
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⑪
日
東
山

西
光
寺
跡 上

恩
方
町
（
醍
醐
） 

宗
派 

臨
済
宗 

開
創 

天
文
四
年
（
一
五
三
五
） 

醍
醐
の
集
落
に
入
る
と
、
右
側
台
地
に

西
光
寺
跡
が
あ
る
。
風
土
記
に
「
日
東
山

と
号
す
。
臨
済
宗
村
内
龍
泉
寺
末
、
石
段

十
九
段
を
登
り
て
客
殿
あ
り
」
と
。
天
文

四
年
開
創
さ
れ
た
が
、
明
治
初
年
に
廃
寺

と
な
る
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

醍
醐
小
学
校
と
な
り
、
醍
醐
・
振
宿
の
子

供
の
う
ち
、
一
年
生
と
二
年
生
が
通
学
し

て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

          

                       

⑫
振
宿
の

龍
蔵
神
社 上

恩
方
町
（
振
宿
） 

 

旧
格
式 

村
社 

別
途
寺 

村
民
持
ち 

祭
神 

 

岩
瀧
姫
命 

創
建
年 

不
明 

例
大
祭 

八
月
十
七
日 

 

醍
醐
川
の
乙
女
淵
か
ら
右
側
の
向
こ
う

に
社
殿
が
見
え
る
。
龍
蔵
神
社
で
あ
る
。 

本
殿
は
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に

名
主
山
室
次
郎
左
衛
門
に
よ
っ
て
再
建
。

新
編
武
蔵
風
土
起
稿
に
よ
れ
ば
、「
神
体
船

の
帆
柱
に
、
龍
の
巻
き
し
像
な
り
。
船
の

長
さ
二
尺
、
帆
柱
も
二
尺
、
い
ず
れ
も
木

に
て
作
れ
る
。
石
船
龍
蔵
と
も
云
い
村
民

の
持
ち
な
り
」
と
ご
神
体
に
つ
い
て
の
記

述
が
あ
る
。
振
宿
集
落
と
醍
醐
集
落
の
鎮

守
と
し
て
、
明
治
五
年
に
住
吉
神
社
が
合

併
さ
れ
、
一
部
の
伝
承
と
し
て
か
つ
て
は

「
豊
玉
姫
命
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う

説
が
あ
る
。
雨
乞
い
と
安
産
の
神
と
し
て

崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
の
石
灯

西光寺跡 

庚申塔 三十三夜塔 



12 
 

籠
二
基
は
天
明
年
間
の
造
立
。
社
前
に
は

二
対
の
狛
犬
が
鎮
座
し
て
い
る
。
一
対
は

拝
殿
手
前
の
石
段
脇
の
高
い
台
座
に
祀
ら

れ
お
り
、
台
座
に
は
昭
和
十
五
年
と
記
さ

れ
て
い
る
。
二
対
目
は
拝
殿
前
に
鎮
座
し

て
お
り
、
小
さ
な
円
筒
型
の
胴
を
し
た
狛

犬
。
台
座
に
は
寬
政
八
年
（
一
七
九
六
）

武
州
多
摩
郡
恩
方
村
講
中
と
彫
ら
れ
て
い

る
。
現
在
、
明
治
五
年
に
竜
蔵
神
社
と
合

併
し
た
住
吉
神
社
は
昭
和
五
年
頃
、
真
峰

嶺
に
移
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
醍
醐
林
道
の
旧
道
を
右
へ
入
り

少
し
行
く
と
、
路
傍
に
二
十
三
夜
塔
、
さ

ら
に
奥
に
三
体
の
地
蔵
と
庚
申
塔
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。 

         

                       

⑬
龍
蔵
・
住
吉
神
社 

上
恩
方
町 

祭
神 

岩
滝
姫
命
、
底
筒
男
命
、
中
筒

男
命
、
上
筒
男
命 

例
祭
日 

 

八
月
十
七
日
。 

創
建
年
代
は
不
詳
。 

上
恩
方
町
・
醍
醐
地
区
、
醍
醐
川
に
龍

蔵
橋
と
い
う
木
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
橋

を
渡
る
と
立
派
な
鳥
居
が
建
っ
て
い
て
、

そ
の
先
を
上
が
っ
て
い
く
と
龍
蔵
神
社
の

境
内
に
な
る
。 

昔
、
神
竜
が
こ
の
石
船
山
に
降
臨
し
た

所
に
社
殿
を
造
営
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
神

体
は
船
の
帆
柱
に
竜
の
巻
い
た
像
で
、
一

名
石
船
龍
蔵
と
も
云
う
。
龍
蔵
権
現
と
も

称
さ
れ
て
い
る
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）

に
再
建
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
住
吉

神
社
を
合
祀
。
雨
乞
い
と
安
産
の
神
と
し

て
埼
玉
、
群
馬
県
辺
り
ま
で
知
ら
れ
て
い

る
。 

   
龍蔵神社 

龍蔵神社 

昭和 15 年と記された狛犬
（石段脇の高い台座の上） 

寛政 8(1796)年の銘がある 
二対の狛犬（拝殿前） 
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⑭
ま
た
ぎ
石(

堂
山)

 

上
恩
方
（
森
久
保
） 

 

住
吉
神
社
か
ら
少
し
下
っ
た
右
側
に
富

士
山
の
形
を
し
た
堂
山
と
い
う
小
山
が
あ

る
。
そ
の
近
く
に
「
ま
た
ぎ
石
」
と
い
う

高
さ
五
十
㎝
の
自
然
石
が
建
っ
て
い
る
。

子
供
が
出
来
な
い
夫
婦
で
、
子
供
の
欲
し

い
女
性
が
そ
の
石
を
跨
ぐ
と
不
思
議
に
子

が
授
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
風
習
は
全
国

に
広
が
っ
て
お
り
、
八
王
子
市
内
で
も
神

社
や
寺
な
ど
数
カ
所
に
残
っ
て
い
る
。 

            

            

⑮
瑞
雲
山

龍
泉
寺 

上
恩
方
町
二
五
一
七 

宗
派 

臨
済
宗
南
禅
寺
派
広
園
寺
末 

本
尊 

釋
迦
牟
尼
佛 

寺
宝 

鉄
仏
聖
観
音
像 

開
山 

僧
瑞
雲 

開
創 

寛
正
五
年
（
一
四
六
四
） 

森
久
保
橋
を
渡
っ
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
、

右
手
に
龍
泉
寺
が
あ
る
。
弘
治
元
年
（
一

五
五
五
）
衰
微
し
た
寺
を
山
室
氏
が
中
興

し
た
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
便

住吉神社 

またぎ石 

古くから続く 
「炭焼き三太郎」小屋 

石 仏 
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楼
山
三
光
寺
、
日
東
山
西
光
寺
を
吸
収
合

併
し
て
現
在
に
至
る
。
古
く
よ
り
上
案
下

の
福
源
寺
同
様
に
両
墓
制
で
あ
っ
た
が
、

制
度
の
廃
止
で
墓
域
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
境
内
に
あ
る
鉄
製
の
聖
観
音
菩
薩
は
、

鎌
倉
時
代
の
作
と
推
定
さ
れ
、
像
高
は
台

座
共
三
十
七
㎝
で
あ
る
。 

 

本
堂
に
向
き
合
う
形
に
観
音
像
二
基
の

立
像
、
前
庭
に
は
墓
の
遺
物
か
、
多
く
の

供
養
塔
が
並
列
し
て
い
る
。
山
室
氏
の
墓

域
の
真
下
に
天
神
様
の
小
祠
が
奉
納
さ
れ

て
い
る
。 

            

         

⑯
山
室
藤
九
郎
屋
敷
跡 

上
恩
方
町
（
森
久
保
） 

 

山
室
藤
九
郎
屋
敷
は
、
足
利
学
校
第
十

八
代
校
長
（
庠
主
）
の
山
室
青
郊
和
尚
こ

と
藤
九
郎
が
生
ま
れ
育
っ
た
歴
代
山
室
家

の
本
拠
地
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は

冬
の
日
の
出
が
早
く
、
水
の
便
も
比
較
的

よ
い
地
形
で
藤
九
郎
屋
敷
を
中
心
に
、
南

東
に
は
醍
醐
川
が
回
り
込
ん
で
天
然
の
堀

を
な
し
て
い
る
。
北
東
は
谷
川
と
切
り
立

つ
不
動
山
に
囲
ま
れ
、
さ
ら
に
南
方
の
低

い
堂
山
は
防
寒
を
施
し
た
形
跡
も
あ
る
。 

 

山
の
裏
山
に
山
室
家
の
祖
先
が
中
興
開

基
し
た
龍
泉
寺
が
現
存
し
て
い
る
。
さ
ら

に
そ
の
背
後
の
裏
山
に
「
ほ
う
じ
ょ
う
」

と
呼
ぶ
こ
の
集
落
の
共
有
地
の
高
い
山
が

そ
び
え
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
要
衝
の
地
に
屋
敷
を
構
え

て
い
た
山
室
家
の
勢
力
は
大
変
な
も
の
で
、

没
落
す
る
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
頃

ま
で
は
、
そ
の
屋
敷
内
に
は
一
般
の
家
は

建
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
村
人
は
醍
醐
川

の
南
に
幾
つ
か
の
集
落
を
つ
く
っ
て
生
活

し
て
い
た
。
例
外
と
し
て
、
龍
蔵
神
社
に

神
官
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
大
和
の
国

よ
り
迎
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
神
官
の
青

木
氏
（
屋
号
大
和
）
と
山
室
家
を
守
る
た

め
に
分
家
で
あ
る
西
垣
戸
（
に
し
げ
い
と
）

の
山
室
家
の
み
家
を
建
て
る
こ
と
を
許
さ

れ
て
い
た
。
同
じ
分
家
の
屋
号
（
と
ち
や
）

の
山
室
家
は
新
し
い
関
係
か
、
東
の
森
久

保
橋
付
近
に
離
れ
て
居
を
構
え
た
。
な
お

龍
泉
寺
東
側
に
昭
和
五
十
二
年
青
郊
の
顕

彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
。 

 

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
上
恩
方
森
久

保
で
山
室
直
八
の
子
と
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
。
藤
九
郎
は
、
江
戸
中
期
以
降
三
代
に

渡
り
藤
九
郎
と
名
乗
る
た
め
、
人
々
は
藤

龍 泉 寺 

鉄仏聖観音像 
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九
郎
屋
敷
と
呼
ぶ
。 

 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
廃
墟

と
な
っ
て
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
在
り
し

日
の
面
影
は
消
え
失
せ
た
。
裏
口
（
鬼
門
）

に
秋
葉
様
が
祀
ら
れ
、
社
前
の
灯
篭
が
唯

一
の
遺
物
。
そ
れ
と
土
手
際
に
供
養
塔
が

あ
る
。
隣
接
の
瑞
雲
山
龍
泉
寺
は
山
室
長

定
「
平
相
国
清
盛
之
末
流
也
」
の
中
興
開
基
。 

                

                       

●
足
利
学
校
と
藤
九
郎 

上
恩
方
（
森
久
保
） 

 

栃
木
県
足
利
市
に
平
安
時
代
初
期
創
立

と
い
わ
れ
る
足
利
学
校
が
あ
る
。
当
時
の

最
高
学
府
（
大
学
）
と
い
わ
れ
、
諸
国
よ

り
僧
侶
、
武
士
、
町
人
な
ど
の
中
世
子
弟

教
育
の
総
合
大
学
で
あ
っ
て
、
文
化
と
学

問
の
発
展
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
そ
の
学
舎
の
第
十
八
代
校
長
に
山

室
青
郊
和
尚
号
成
子
（
学
徒
名
）
こ
と
、

八
王
子
森
久
保
出
の
山
室
藤
九
郎
が
就
任
。 

史
跡
で
あ
る
足
利
学
校
の
敷
地
内
の
墓
碑

に 
 

 
 

 
 

 

「
前
住
建
長
青
郊
和
尚
大
禅
師 

 
 

 

八
王
子
森
久
保
山
室 

 
 

 

文
化
庚
午
年
十
二
月
二
十
五
日
」 

 

と
刻
さ
れ
て
い
る
。 

 

足
利
学
校
資
料
に
よ
る
と
、
第
十
六
代

庠
主
、
道
号
を
月
光
、
法
諱
を
元
澄
、
別

号
を
淳
子
と
号
す
。
郷
里
は
武
蔵
八
王
子
、

年
齢
不
詳
。
庠
在
籍
は
三
十
一
年
と
伝
え

ら
れ
る
。
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
乙
刻

山室藤九郎家の墓所と参り墓 

本紋（鎧蝶紋） 替紋（三引両紋） 

山室家の家紋 

青郊先生顕彰碑 
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（
き
の
と
い
）
九
月
十
一
日
死
亡
。
享
年

不
明
。 

                      

⑰
森
久
保
橋 

上
恩
方
町
（
森
久
保
） 

関
場
を
出
て
約
八
百
ｍ
辺
り
、
森
久
保
橋

が
架
か
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
三
年
（
一

九
六
八
）
市
道
拡
幅
と
共
に
竣
工
し
た
も

の
で
、
橋
に
架
か
る
手
前
に
、
こ
の
地
の

名
主
一
族
で
あ
っ
た
山
室
家
の
分
家
が
あ

る
。
地
元
で
は
「
と
ち
ゃ
ー
」
と
称
さ
れ

て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
古
風
さ
が
未

だ
残
っ
て
い
る
土
地
柄
で
あ
る
。 

             

⑱
関
守
両
家
の
長
屋
門 

 

口
留
番
所
に
着
く
少
し
手
前
の
、
案
下

川
（
浅
川
）
と
醍
醐
川
の
合
流
地
点
近
く

に
二
家
の
長
屋
門
が
残
っ
て
い
る
。
尾
崎

家
と
小
川
家
で
あ
る
。
両
家
は
地
元
の
有

力
者
で
、
口
留
番
所
の
検
察
や
監
視
の
関

守
役
を
し
て
い
た
と
い
う
。 

                

足利学校 足利学校敷地内にある 
青郊先生墓碑 

尾崎家の長屋門 

森久保橋 
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●
尾
崎
日
記 

 

江
戸
時
代
に
口
留
番
所
の
関
守
を
勤
め

た
尾
崎
次
郎
衛
門
が
書
き
記
し
た
、
天
保

元
年
（
一
八
三
○
）
か
ら
明
治
元
年
（
一

八
六
七
）
ま
で
の
三
十
七
年
間
の
日
記
。

内
容
は
、
天
候
や
村
内
の
出
来
事
、
そ
れ

に
社
会
的
な
事
件
な
ど
、
貴
重
な
資
料
が

残
っ
て
い
る
。
尾
崎
家
の
庭
に
は
、「
な
ん

じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
」
の
木
が
あ
る
。 

⑲
金
峰
山

金
昇
（
照
）
庵
跡 

上
恩
方
町
高
留 

宗
派 

臨
済
宗
興
慶
寺
末 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

開
山 

一
宗
長
道
上
人 

開
創 

文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
八
七
）

以
前 

明
治
初
年
廃
寺 

 

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
武
田
氏
滅
亡

に
よ
り
、
信
玄
の
息
女
松
姫
一
行
は
逃
避

行
の
末
こ
の
恩
方
に
辿
り
着
き
、
金
照
庵

に
滞
在
し
た
。
そ
の
後
心
源
院
に
移
っ
た
。

な
お
、
尾
崎
家
西
側
裏
の
脇
に
、
高
さ
七

十
㎝
程
の
「
金
照
庵
跡
の
碑
」
が
建
っ
て

い
る
。
碑
に
は
「
金
昇
庵
跡 

是
よ
り
北

西
百
五
十
ｍ 
市
立
恩
方
第
二
小
学
校
用

地
東
端
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

口
留
番
所
内
に
は
、
高
さ
二
ｍ
、
幅
一
ｍ

の
「
松
姫
之
碑
」
が
剣
先
形
を
し
た
自
然

石
に
彫
ら
れ
て
い
る
。 

   

                        

小川家長屋門 

金照庵跡の碑 奥に見えるのが金照庵跡 
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●
松
姫
の
お
い
た
ち 

松
姫
は
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に

古
府
中
（
今
の
甲
府
市
）
の
つ
つ
じ
が
崎

の
屋
敷
で
生
ま
れ
た
。
父
親
は
戦
国
時
代

の
武
将
の
一
人
で
甲
斐
の
国
（
今
の
山
梨

県
）
を
中
心
に
活
躍
し
た
武
田
信
玄
、
母

親
は
油
川
信
友
の
娘
で
油
川
夫
人
と
呼
ば

れ
た
人
で
あ
る
。 

 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
十
一
月
、
松

姫
が
七
歳
の
時
に
織
田
信
長
の
十
一
歳
の

長
男
信
忠
（
幼
名
＝
奇
妙
丸
）
と
婚
約
。

婚
約
の
お
祝
い
品
は
、
帯
や
布
地
、
織
物
、

金
・
銀
の
細
工
物
、
虎
や
ヒ
ョ
ウ
の
毛
皮

な
ど
豪
華
な
品
々
が
や
り
と
り
さ
れ
た
。 

 

こ
の
時
代
の
身
分
の
高
い
人
た
ち
の
結

婚
は
「
政
略
結
婚
」
と
い
っ
て
、
家
同
士

の
結
び
つ
き
を
強
め
る
た
め
に
、
本
人
の

意
志
と
関
係
な
く
親
が
決
め
て
い
た
。
結

婚
式
ま
で
相
手
の
顔
を
見
な
い
事
も
あ
っ

た
。
こ
の
二
人
も
ま
だ
会
っ
た
こ
と
が
な

く
、
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
過
ご
し
て

い
た
。 

  

●
か
な
し
み
、
そ
し
て
旅
立
ち 
 

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
松
姫
が
十
一

歳
の
時
に
母
・
油
川
夫
人
が
亡
く
な
り
、

翌
年
に
は
武
田
家
と
織
田
家
が
敵
・
味
方

に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
信
忠
と
の

婚
約
が
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
原
因
は
、

三
方
が
原
の
合
戦
の
時
、
織
田
の
軍
勢
が

武
田
と
敵
対
し
て
い
た
徳
川
の
軍
勢
に
加

勢
し
た
た
め
で
あ
る
。 

 

信
忠
と
の
婚
約
が
解
消
さ
れ
た
松
姫
だ

が
、
兄
・
盛
信
に
別
の
人
と
の
結
婚
を
す

す
め
ら
れ
て
も
決
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と

は
し
な
か
っ
た
。
松
姫
は
ま
だ
見
ぬ
信
忠

を
慕
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
四

月
に
は
信
玄
が
亡
く
な
り
、
織
田
家
は
武

田
家
を
滅
ぼ
そ
う
と
攻
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
武
田
家
が
滅
亡
す
る
天
正
十
年
（
一

五
八
二
）
一
月
下
旬
か
ら
三
月
下
旬
こ
ろ
、

松
姫
は
高
遠
城
で
兄
・
盛
信
の
三
歳
に
な

る
姫
、
新
府
城
で
兄
・
勝
頼
の
四
歳
に
な

る
姫
、
人
質
と
し
て
預
か
っ
て
い
た
小
山

田
信
茂
の
養
女
の
四
歳
に
な
る
姫
の
三
人

と
少
人
数
の
供
を
つ
れ
て
逃
げ
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。 

 

高
遠
城
（
長
野
県
高
遠
）
か
ら
始
ま
り 

→

新
府
城
（
山
梨
県
韮
崎
） 

→

入
名
寺
（
甲
府
市
） 

→

開
桃
寺
（
今
の
海
島
寺
・
塩
山
市
） 

→

向
嶽
寺
（
塩
山
市
） 

→

金
照
庵
（
上
恩
方
町
）
と
い
う
古
寺 

ま
で
、
幼
い
姫
た
ち
を
連
れ
、
そ
し
て
い

つ
敵
に
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
旅
は
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
大
変
な
も
の
で

あ
っ
た
。 

 

六
月
二
日
、
本
能
寺
の
変
が
起
こ
り
、

武
田
家
を
滅
ぼ
し
た
織
田
信
長
・
信
忠
が

松姫の碑（口止め番所内） 
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亡
く
な
っ
た
。
そ
の
年
の
秋
、
金
照
庵
か

ら
心
源
院
（
八
王
子
市
下
恩
方
町
）
に
移

り
、
髪
を
切
っ
て
、
尼
に
な
り
、
信
忠
を

は
じ
め
、
武
田
家
一
族
の
人
た
ち
の
冥
福

を
祈
っ
た
。 

 

尼
に
な
っ
て
名
前
が
「
松
姫
」
か
ら
「
信

松
尼
」
に
変
わ
っ
た
。
松
姫
、
二
十
二
歳

の
こ
と
。
信
松
尼
の
「
信
」
は
、
信
忠
の

妻
で
あ
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
。 

  

●
信
松
尼
と
信
松
院 

 

心
源
院
で
八
年
間
の
修
行
を
つ
み
、
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
秋
、
御
所
水

の
里
（
今
の
台
町
）
の
あ
ば
ら
家
に
移
り

住
ん
だ
。
尼
と
し
て
の
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
十
一
・
十
二
歳
に
な
っ
た
三
人
の
姫

た
ち
を
育
て
る
た
め
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働

い
た
と
い
う
。
収
入
は
寺
子
屋
で
近
所
の

子
供
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え
た
り
、
織

物
を
作
る
こ
と
か
ら
得
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
、
織
物
は
カ
イ
コ
を
育
て
、
糸
を
つ
ぐ

む
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
ら
の
松
姫
の

織
り
方
が
、
八
王
子
の
織
物
の
も
と
と
な

っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
か
つ
て
武
田
信
玄
に
つ
か
え
て

い
た
大
久
保
長
安
は
、
松
姫
が
八
王
子
に

い
る
こ
と
を
知
り
、
彼
女
の
た
め
に
り
っ

ぱ
な
草
庵
（
今
の
信
松
院
が
あ
る
場
所
）

を
贈
っ
た
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
松

姫
は
五
十
六
歳
で
亡
く
な
る
が
、
生
前
の

願
い
が
か
な
い
、
こ
の
草
庵
は
お
寺
に
さ

れ
、
「
信
松
院
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

 

こ
の
お
寺
に
は
、
戦
前
ま
で
松
姫
が
植

え
た
松
（
八
王
子
に
入
る
前
の
案
下
峠
で

見
つ
け
た
松
）
が
境
内
に
あ
っ
た
が
、
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
の
太
平
洋

戦
争
の
時
に
本
堂
と
と
も
に
焼
け
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
松
姫
の
お
墓
、
江
戸

時
代
の
な
か
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
木
造
の
松

姫
坐
像
、
純
和
風
木
造
の
軍
船
模
型
が
あ

る
。 

 

境
内
に
は
布
袋
様
が
祀
っ
て
あ
り
、
毎

年
一
月
の
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
八
王
子

七
福
神
巡
り
の
一
つ
と
し
て
に
ぎ
わ
う
。 

 

ま
た
、
毎
年
七
月
十
日
に
は
「
ほ
お
ず

き
市
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
夏
の
風
物
詩
に

な
っ
て
い
る
。 

  

●
卜
山
上
人 

（
心
源
院
当
山
六
世
髄
翁
舜
悦
禅
師
） 

ト
山
上
人
は
、
赤
ん
坊
の
と
き
、
山
入

り
の
奥
の
根
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
大
声

を
出
し
て
泣
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
坊
様
に

拾
わ
れ
、
心
源
院
に
預
け
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
頭
を
丸
め
小
僧
と
し
て
育
ち
立
派
な

僧
侶
と
な
る
。 

「
寺
は
、
財
産
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

小
さ
い
事
は
と
が
め
な
い
」
。
あ
る
時
、
小

僧
が
襖
を
逆
さ
に
張
り
間
違
え
て
し
ま
っ

た
。
ト
山
上
人
は
、「
よ
い
よ
い
」
と
言
っ

て
咎
め
だ
て
せ
ず
、
魔
除
け
に
な
る
か
ら

と
逆
さ
に
張
っ
た
襖
を
一
枚
だ
け
ひ
っ
く

り
か
え
し
に
お
い
た
そ
う
だ
。 

ト
山
上
人
は
、
百
二
十
歳
ま
で
生
き
た

と
云
わ
れ
て
い
る
。
「
長
寿
は
天
運
な
り
、

天
運
は
母
な
り
」
と
言
い
、
沢
山
の
弟
子

を
育
て
た
。
そ
し
て
修
行
で
足
の
裏
は
鉄
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板
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。 

八
王
子
へ
逃
れ
て
き
た
松
姫
を
保
護
す

る
た
め
、
ト
山
上
人
は
、
徳
川
幕
府
へ
嘆

願
書
を
出
す
が
、
家
康
は
そ
れ
を
咎
め
た
。

す
る
と
和
尚
は
「
徳
川
家
康
と
は
、
一
体

誰
ぞ
」
と
問
う
た
。
家
康
は
、「
自
分
は
征

夷
大
将
軍
で
あ
り
、
一
番
偉
い
人
間
だ
」

と
説
明
し
よ
う
と
し
た
が
声
が
で
な
い
。 

 

そ
し
て
答
え
ら
れ
な
い
。 

そ
の
時
、
家
康
は
ハ
ッ
と
思
い
「
松
姫

は
誰
ぞ
」
と
聞
く
こ
と
と
同
じ
だ
と
気
づ

く
。
家
康
は
ト
山
上
人
の
偉
大
さ
を
知
り
、

松
姫
を
ト
山
上
人
に
託
し
た
と
い
う
。
こ

れ
は
有
名
な
話
で
あ
る
。 

 

信
松
院
、
興
岳
寺
、
雲
龍
寺
、
宗
関
寺

等
開
山
す
る
。
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）

丁
卯
二
月
五
日
誕
。
寬
永
三
年(

一
六
二

六
）
丙
寅
十
月
二
十
六
日
遷
。 

      

⑳
高
留
の
口
留
番
所
跡 

上
恩
方
町
（
高
留
） 

案
下
道
（
陣
馬
街
道
）
は
、
甲
州
街
道

を
追
分
で
分
岐
し
、
横
川
で
元
八
王
子
城

山
へ
向
か
う
道
と
分
岐
す
る
。
こ
こ
か
ら

佐
野
川
へ
の
道
を
辿
る
の
が
、
古
案
下
道

と
呼
ば
れ
、
戦
国
時
代
か
ら
甲
州
へ
の
最

短
路
と
し
て
栄
え
た
。 

 

北
条
氏
は
、
甲
州
口
警
備
の
た
め
、
案

下
峠
（
和
田
峠
）
上
に
、
番
所
を
設
置
し

た
と
い
わ
れ
、
徳
川
幕
府
も
こ
れ
を
継
承

し
、
後
に
「
高
留
」
に
移
し
、「
口
留
番
所
」

と
し
て
旅
人
の
検
察
、
物
資
の
流
出
を
監

視
し
た
。
武
蔵
名
勝
図
絵
に
よ
る
と
、
門

並
び
に
番
所
が
あ
っ
て
柵
を
構
え
、
土
地

の
人
は
こ
こ
を
「
関
場
」
と
よ
ん
で
い
た

と
い
う
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
頃
の

文
書
に
「
下
番
百
姓
三
拾
六
人
隔
日
に
相

勤
め
」
と
あ
り
費
用
は
村
持
ち
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。「
関
所
跡
」
と
書
か
れ
た

石
柱
の
両
脇
に
は
、「
関
場
記
」
と
い
う
碑

が
建
っ
て
い
る
。 

陣
馬
街
道
は
今
、
全
て
舗
装
さ
れ
車
の

往
来
も
多
い
が
、
昭
和
三
十
五
・
六
年
頃

ま
で
関
場
か
ら
上
は
、
砂
利
道
で
あ
っ
た
。 

                      

関 場 関場関所跡 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
市
史 

・
武
蔵
名
所
図
絵 

・
八
王
子
地
名
考 

・
歴
史
散
歩
辞
典 

・
民
族
探
訪
辞
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
恩
方
す
こ
し
昔
の
話 

 

秋
間
健
郎
著 

・
恩
方
の
歴
史
を
知
る
会 

坂
本
昭
二
著 

・
八
王
子
発
見 

 
 

 
 

中
島
善
弥
著 

・
藤
九
郎
屋
敷
と
上
恩
方
の
歴
史 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

楢
本
要
助
著 

・
続
夕
焼
け
の
里 

 
 

 

植
松
森
一
著 

・
八
王
子
観
光
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
お
ん
が
た 

・
多
摩
の
ふ
る
さ
と 

絵
で
見
る
村
の
生
活
史 

渡
辺
嘉
平
著 

・
恩
方
村
の
伝
説 

 
 

 
塩
田
真
八
著 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
昭
文
社
地
図 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

 

口止め番所の想像図 渡辺嘉平画 関 場 記 


